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仮説検定Ⅰ



9/20/20212

１ 仮説検定の考え方



仮説検定とは…

9/20/20213

 母集団に関して初めに仮定したことが

正しいかどうかを標本に照らしあわせ

て客観的に判断する方法である。

 推定と並んで推測統計の根幹をなす。



帰無仮説

9/20/20214

 「初めに仮定したこと」を帰無仮説と

いい、記号 ଴で表す。

 例：母集団の平均 はゼロである。

଴



対立仮説

9/20/20215

 帰無仮説の一部または全部の否定を対
立仮説といい、記号 ଵで表す。

 例1：母集団の平均 はゼロでない。

ଵ

 例2：母集団の平均 は正である。

ଵ

 例3：母集団の平均 は負である。

ଵ



仮説検定の手順

9/20/20216

1. 帰無仮説 ଴および対立仮説 ଵを立て

る。

2. 帰無仮説 ଴が正しいと仮定して検定

統計量の確率分布を求める。



仮説検定の手順（つづき）

9/20/20217

3. 有意水準（例： ）を設定し、
この有意水準に基づいて2の確率分布
に対する臨界値および棄却域を定める。

 棄却域は「帰無仮説 ଴が正しいという前
提では許容できない範囲」を指す。

 標本から計算した検定統計量の値が棄
却域に入る場合、帰無仮説 ଴を棄却し
対立仮説 ଵを採択する。

 「滅多にないことが起こった」と解釈される。



仮説検定の手順：注意事項

9/20/20218

 帰無仮説 ଴を棄却できない場合は、

「 ଴を棄却するに足りる事実（証拠）

が見つからなかった」と解釈する。

 「 ଴は正しい」とは断言できない（これも

可能性の一つではあるが…）。



両側検定・片側検定

9/20/20219

 帰無仮説 ଴ と対立仮説 ଵの組
がどのように設定されているかにより、
棄却域は異なる。

 ଵ の場合、棄却域は検定統計量の
確率分布の両側にある。【両側検定】

 ଵ の場合、棄却域は検定統計量の
確率分布の左側にある。【片側検定】

 ଵ の場合、棄却域は検定統計量の
確率分布の右側にある。【片側検定】



仮説検定に関する２種類の危険

9/20/202110

 仮説検定をする際には以下の２種類の
危険を認識する必要がある。

1. 第１種の過誤：本当は帰無仮説が正しい
のに、帰無仮説を誤って棄却（＝対立仮
説を採択）してしまう。

2. 第２種の過誤：本当は帰無仮説が正しく
ないのに、帰無仮説が正しいと判断（＝
対立仮説を棄却）してしまう。



仮説検定に関する２種類の危険
（つづき）

9/20/202111

 仮説検定の基本的な考え方は、

1. 第１種の過誤が起こる可能性をある小さ
い確率に固定した上で、

2. 第２種の過誤が起こる可能性を最小化す
る。

 「ある小さい確率」を有意水準という。

 有意水準として、通常5%または1%をとる。

 有意水準をゼロにすることはできない。



9/20/202112

２ 正規母集団の平均に関する検定



検定の方針

9/20/202113

 帰無仮説を

଴ ଴

（ ଴はある定数、例えばゼロ）とする。

 ଶ から大きさ の標本 ଵ ଶ ௡

を取り出す。



検定の方針：母分散 が既知

9/20/202114

 標本平均
ఙమ

௡
を利用する。

 ଴ ଴の下で、検定統計量は

଴

となる。



検定の方針：母分散 が未知

9/20/202115

 標本平均 および標本標準偏差 を計
算する。

 ଴ ଴の下で、検定統計量は

଴

となる。



9/20/202116

ある製パン会社では、クリームパンの重量を平

均185.0g、標準偏差1.2gで管理して製造してい

る。本日生産した製品の中から25個を無作為に

選び重量を測定したところ、標本平均は184.1g

であった。本日のクリームパンの製造工程に異

常があったといえるか、有意水準5%で（両側）

検定せよ。なお、クリームパンの重量は正規分

布に従うとみなして差し支えない。

母分散が既知の場合：例題



母分散が既知の場合：例題（つづき）

9/20/202117

 問題文から次の内容を読み取ることがで
きる。

1. クリームパンの重さは分散 ଶ ଶ（既
知）の正規分布に従う。

2. 帰無仮説と対立仮説は

଴ ଵ

である。

3. データ数 の標本に関する標本平均は
である。



母分散が既知の場合：例題（つづき）

9/20/202118

 検定統計量の値は以下のようになる。

 一方、 の両側 5%点は ଴.଴ଶହ
である。

 ଴.଴ଶହ であるから、
有意水準5%で ଴は棄却される。

 本日のクリームパンの製造工程に異常が
あったと考えられる。



9/20/202119

あるテレビ局は、夜のニュース番組の視聴率を
改善させることを目的としてキャスターを交代
させた。新キャスターは「最低でも視聴率5%は
堅い」と評判の人物である。下表は全国10大都

市における新キャスター登場日の視聴率（単
位：%）の表である。新キャスターは評判通り
の成果を上げたといえるか、有意水準5%で検定

せよ。なお、視聴率のデータは正規分布に従う
とみなして差し支えない。

母分散が未知の場合：例題

都 市 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

視聴率 4.5 5.8 6.3 4.6 6.1 4.9 5.7 4.9 5.2 5.9



母分散が未知の場合：例題（つづき）

9/20/202120

 問題文から次の内容を読み取ることがで
きる。

1. ニュース番組の視聴率は分散 ଶ（未知）の
正規分布に従う。

2. 帰無仮説と対立仮説は

଴ ଵ

である。

3. データ数 の標本に関する標本平均は
、標本分散は ଶ である。



母分散が既知の場合：例題（つづき）

9/20/202121

 検定統計量の値は以下のようになる。

 一方、自由度 の 分布の上側5%点は

଴.଴ହ である。

 ଴.଴ହ であるから、
有意水準5%で ଴は棄却される。

 新キャスターは評判通りの成果を上げたと
いえる。



9/20/202122

３ 母集団比率に関する検定



検定の方針

9/20/202123

 帰無仮説を

଴ ଴

（ ଴は0と1の間のある定数）とする。

 大きさ のベルヌーイ分布に従う標本

ଵ ଶ ௡を取り出す。

 各標本の実現値は（失敗）もしくは（成
功）のいずれかである。



検定の方針（つづき）

9/20/202124

 標本比率 を計算する。

 中心極限定理により、 が十分大きいと
き、 ଴ ଴の下で検定統計量

଴

଴ ଴

は近似的に標準正規分布 に従う。



9/20/202125

ある企業は、主力商品Aの認知度が30%を超える

ことを目標に掲げている。先頃、3大都市圏の消

費者1500名に街頭アンケートをとったところ、

474名が商品Aを知っていると答えたという。こ

の結果をもとに、この企業の目標は達成できた

かどうか、有意水準5%で仮説検定せよ。

母集団比率の検定：例題



母集団比率の検定：例題（つづき）

9/20/202126

 問題文から次の内容を読み取ることがで
きる。

1. 各消費者が商品Aを知っているか否かはベル
ヌーイ分布に従う。

2. 帰無仮説と対立仮説は

଴ ଵ

である。

3. データ数 の標本に関する標本比率

は
ସ଻ସ
ଵହ଴଴

である。



母集団比率の検定：例題（つづき）

9/20/202127

 検定統計量の値は以下のようになる。

 一方、 の上側5%点は ଴.଴ହ
である。

 ଴.଴ହであるから、有意
水準5%で ଴は棄却されない。

 商品Aの認知度が30%を超えたとは言い難い。



9/20/202128

４ 母集団比率の差に関する検定



どのような検定か？

9/20/202129

 今までは1標本に関する検定を扱ってき
た。

 今回は、つのグループ間で母集団比率
が等しいかどうかを検定する。

 典型的な標本検定問題である。

 つのグループの例：男女、既婚者・未婚者、
東京・大阪在住者…



表記

9/20/202130

 まず、グループを添え字 で区別する。

 さらに、以下の表記を導入する。

 ௜グループ の母集団比率

 ௜グループ の標本の大きさ

 ௜グループ の標本比率

 グループ全体の標本比率



検定の方針

9/20/202131

 帰無仮説を

଴ ଵ ଶ ଴ ଵ ଶ

とする。

 各グループの標本比率 ଵ ଶ および

଴ ଵ ଶ の下でのグループ全体
の標本比率

ଵ ଵ ଶ ଶ

ଵ ଶ

を計算する。



検定の方針（つづき）

9/20/202132

 中心極限定理により、 が十分大きいと
き、 ଴ ଵ ଶ の下で検定統計量

ଵ ଶ

ଵ ଶ

は近似的に標準正規分布 に従う。



9/20/202133

ある大学病院の内科では「喫煙習慣の有無によ

り不整脈症状に違いが生じるか」を明らかにす

るため、喫煙患者75人、非喫煙患者175人の不

整脈症状の有無を調べた。その結果、喫煙患者

のうち12%、非喫煙患者のうち8%に不整脈症状

が見られたという。この結果をもとに、不整脈

症状の割合は喫煙患者と非喫煙患者で異なるか

どうか、有意水準5%で仮説検定せよ。

母集団比率の差の検定：例題



母集団比率の差の検定：例題
（つづき）

9/20/202134

 問題文から次の内容を読み取ることがで

きる。

 不整脈症状の有無はベルヌーイ分布に従う。

2. 帰無仮説と対立仮説は

଴ ଵ ଶ ଵ ଵ ଶ

である。



母集団比率の差の検定：例題
（つづき）

9/20/202135

3. 標本比率は以下の通りである。

 喫煙患者の標本（𝑛ଵ ൌ 75 ）における不整脈症状
の割合は𝑝ଵ ൌ 0.12である。

 非喫煙患者の標本（𝑛ଶ ൌ 175 ）における不整脈症
状の割合は𝑝ଶ ൌ 0.08である。

 𝐻଴: 𝑝ଵ ൌ 𝑝ଶ ൌ 𝑝の下での喫煙患者・非喫煙患者を
通した不整脈症状の割合は

𝑝 ൌ
75 ൈ 0.12 ൅ 175 ൈ 0.08

75 ൅ 175 ൌ
23

250 ൌ 0.092

である。



母集団比率の差の検定：例題
（つづき）

9/20/202136

 検定統計量の値は以下のようになる。

 一方、 の両側5%点は ଴.଴ଶହ
である。

 ଴.଴ଶହであるから、有意
水準5%で ଴は棄却されない。

 喫煙患者・非喫煙患者間で不整脈症状の割合
に有意な差があるとは言い切れない。


